
参考６　帳票詳細要件（案）に対するご意見一覧

No 帳票名 No システム印字項目 実装項目 備考（印字編集条件など） 標準仕様案に対するご意見総評

①ご意見 意見数 ②取扱方針

No 帳票名 No システム印字項目 システム印字項目 システム印字項目 システム印字項目 システム印字項目 必須 オプション 不可 備考（印字編集条件など） 自治体等 事業者
自治体

等
事業者 計 区分 対応方針 対応内容・討議事項・コメント

1
国民年金被保険者関係届書

（申出書）
1-1 被保険者 個人番号（または基礎年金番号） ●

・本市では印字されて出力されているため ・システム化が必要な帳票か検討頂きた

いです。

・免除申請書が個人番号不可のため、

申出書も不可で合わせたほうがよいと思

われます。

1 2 3

討議事項 （討議事項） 【討議事項（共通①）】

印字を必須とする項目の範囲（必須／

任意の判断基準）

1
国民年金被保険者関係届書

（申出書）
1-2 生年月日 ● 和暦表記。該当する元号のみ表示する

・本市では印字されて出力されているため

1 2 3

討議事項 （討議事項） 【討議事項（共通①）】

印字を必須とする項目の範囲（必須／

任意の判断基準）

1
国民年金被保険者関係届書

（申出書）
1-3 氏名 ●

・本市では印字されて出力されているため ・フリガナと漢字氏名・署名が必要なた

め、印字不要と想定します。
1 2 3

討議事項 （討議事項） 【討議事項（共通①）】

印字を必須とする項目の範囲（必須／

任意の判断基準）

1
国民年金被保険者関係届書

（申出書）
1-4 郵便番号 ●

・本市では印字されて出力されているため

1 2 3

討議事項 （討議事項） 【討議事項（共通①）】

印字を必須とする項目の範囲（必須／

任意の判断基準）

1
国民年金被保険者関係届書

（申出書）
1-5 住所 ●

・本市では印字されて出力されているため

1 2 3

討議事項 （討議事項） 【討議事項（共通①）】

印字を必須とする項目の範囲（必須／

任意の判断基準）

1
国民年金被保険者関係届書

（申出書）
1-追1 性別 ●

・本市では印字されて出力されているため ・該当する性別を○で囲む

1 1 2

討議事項 （討議事項） 【討議事項（共通①）】

印字を必須とする項目の範囲（必須／

任意の判断基準）

1
国民年金被保険者関係届書

（申出書）
1-追2 国籍（外国籍の方のみ） ●

・本市では印字されて出力されているため

1 1 2

討議事項 （討議事項） 【討議事項（共通①）】

印字を必須とする項目の範囲（必須／

任意の判断基準）

1
国民年金被保険者関係届書

（申出書）
1-追3 外国人通称名（住民票上の通称名） ●

・本市では印字されて出力されているため ・フリガナと漢字氏名

1 1 2

討議事項 （討議事項） 【討議事項（共通①）】

印字を必須とする項目の範囲（必須／

任意の判断基準）

2
国民年金被保険者関係届書

（報告書）
2-1 市区町村名 ● 市区町村名＋市区町村コード 0 0 0

2
国民年金被保険者関係届書

（報告書）
2-2 報告日 ● 和暦表記 0 0 0

2
国民年金被保険者関係届書

（報告書）
2-3 受付年月日 ● 和暦表記 0 0 0

2
国民年金被保険者関係届書

（報告書）
2-4 被保険者 個人番号（または基礎年金番号） ● 0 0 0

2
国民年金被保険者関係届書

（報告書）
2-5 生年月日 ● 和暦表記。該当する元号のみ表示する 0 0 0

2
国民年金被保険者関係届書

（報告書）
2-6 氏名 ● フリガナ＋漢字氏名 0 0 0

2
国民年金被保険者関係届書

（報告書）
2-7 性別 ● 該当する性別を表示する 0 0 0

2
国民年金被保険者関係届書

（報告書）
2-8 郵便番号 ● 0 0 0

2
国民年金被保険者関係届書

（報告書）
2-9 電話番号 ● 電話番号種別について、該当する種別のみ表示する 0 0 0

2
国民年金被保険者関係届書

（報告書）
2-10 住所 ● 0 0 0

2
国民年金被保険者関係届書

（報告書）
2-11 国籍 ● 0 0 0

2
国民年金被保険者関係届書

（報告書）
2-12 外国人通称名 ● フリガナ＋漢字氏名 0 0 0

2
国民年金被保険者関係届書

（報告書）
2-13 届出（申出）事項 届書種類・番号 ● 届書種類に準じた番号を表示する 0 0 0

2
国民年金被保険者関係届書

（報告書）
2-14 該当・申出年月日/出産（予定）日 ● 和暦表記。該当する元号のみ表示する

・該当する元号のみを表示するとは、どの

ような意味でしょうか？ 0 1 1

指摘 帳票詳細要件を修

正

適切な表現に修正

2
国民年金被保険者関係届書

（報告書）
2-15 理由等 ● 理由に係る選択肢の中で、該当する理由を表示する 0 0 0

2
国民年金被保険者関係届書

（報告書）
2-16 保険料納付申出の確認 ●

保険料免除理由該当届/消滅届に係る届出があった場合に、

選択された希望有無を表示する

・保険料納付申出の確認は、保険料免

除理由該当届の場合のみの報告ではな

いでしょうか？
0 1 1

指摘 帳票詳細要件を修

正

指摘の通り修正（出力条件が判別でき

るように記載を見直し）

2
国民年金被保険者関係届書

（報告書）
2-17 単胎・多胎の別 ●

産前産後免除該当届に係る届出があった場合に、該当する

選択肢を表示する
0 0 0

2
国民年金被保険者関係届書

（報告書）
2-18 備考 ●

・システムにて設定していないため

・異動報告用の電子媒体には存在しな

い項目ですので、オプションとすべきではな

いでしょうか？必須とするのであれば編集

条件を明記すべきではないでしょうか？

・印字内容次第と考えます。

0 3 3

討議事項 （討議事項） 【討議事項（共通④）】

自由記入欄（連絡欄等）の扱い

2
国民年金被保険者関係届書

（報告書）
2-19 届出事項 届書種類・番号 ● 届書種類＋番号

・システムで印字するのは、届書種類に準

じた番号のみではないでしょうか？ 0 1 1

指摘 帳票詳細要件を修

正

指摘の通り修正

2
国民年金被保険者関係届書

（報告書）
2-20 該当年月日 ● 和暦表記。該当する元号のみ表示する

・該当する元号のみを表示するとは、どの

ような意味でしょうか？ 0 1 1

指摘 帳票詳細要件を修

正

適切な表現に修正

2
国民年金被保険者関係届書

（報告書）
2-21 理由等 ● 0 0 0

2
国民年金被保険者関係届書

（報告書）
2-22 市区町村・日本年金機構連絡欄 ●

・ほとんどの場合、届出に係る詳細等を記

入するため、オプションではなく必須にして

いただきたい
1 1 2

討議事項 （討議事項） 【討議事項（共通④）】

自由記入欄（連絡欄等）の扱い

2
国民年金被保険者関係届書

（報告書）
2-23 納付書関連 ●

・電子媒体作成仕様書では省略可であ

るためオプションになると考えます。

・枠をもうけ、手書きで運用して頂く想定

です。

0 2 2

指摘 帳票詳細要件を修

正

指摘の通り修正

3
国民年金被保険者資格関係記

録訂正・追加・取消報告書
3-1 報告日 ● 西暦表記

・システム出力していない

・和暦表記の間違えではないでしょうか。

・職員様の手書きを想定しています。
0 3 3

指摘 帳票詳細要件を修

正

指摘の通り修正

3
国民年金被保険者資格関係記

録訂正・追加・取消報告書
3-2 市区町村コード ● 0 0 0

3
国民年金被保険者資格関係記

録訂正・追加・取消報告書
3-3 市区町村名 ● 0 0 0

3
国民年金被保険者資格関係記

録訂正・追加・取消報告書
3-4 被保険者 ● 0 0 0

3
国民年金被保険者資格関係記

録訂正・追加・取消報告書
3-5 生年月日 ● 和暦表記。該当する元号のみ表示する 0 0 0

3
国民年金被保険者資格関係記

録訂正・追加・取消報告書
3-6 氏名 ● フリガナ＋漢字氏名 0 0 0

3
国民年金被保険者資格関係記

録訂正・追加・取消報告書
3-7 性別 ● 該当する性別を表示する 0 0 0

3
国民年金被保険者資格関係記

録訂正・追加・取消報告書
3-8 住所 ● 0 0 0

3
国民年金被保険者資格関係記

録訂正・追加・取消報告書
3-9

報告事項（資格関係記録訂正報告

書）
届書種類・番号 ● 該当する届書の場合に〇をつける

・"国民年金被保険者関係届書（報告

書）"と同様に、届書種類に準じた番号

を表示するでも良いのではないでしょう

か？

・〇を付けるのは手書きを想定していま

す。

0 2 2

討議事項 （討議事項） 【討議事項（共通⑦）】

○囲み表記項目の取り扱い

3
国民年金被保険者資格関係記

録訂正・追加・取消報告書
3-10 訂正前の資格記録 年月日 ● 和暦表記。該当する元号のみ表示する

・該当する元号のみを表示するとは、どの

ような意味でしょうか？ 0 1 1

指摘 帳票詳細要件を修

正

適切な表現に修正

3
国民年金被保険者資格関係記

録訂正・追加・取消報告書
3-11 種別 ● 該当する種別の番号を表示する 0 0 0

3
国民年金被保険者資格関係記

録訂正・追加・取消報告書
3-12 訂正後の資格記録 年月日 ● 和暦表記。該当する元号のみ表示する

・該当する元号のみを表示するとは、どの

ような意味でしょうか？ 0 1 1

指摘 帳票詳細要件を修

正

適切な表現に修正

3
国民年金被保険者資格関係記

録訂正・追加・取消報告書
3-13 種別 ● 該当する種別の番号を表示する 0 0 0

3
国民年金被保険者資格関係記

録訂正・追加・取消報告書
3-14 理由 ● 該当する理由の番号を表示する 0 0 0

3
国民年金被保険者資格関係記

録訂正・追加・取消報告書
3-15 ● 和暦表記。該当する元号のみ表示する

・該当する元号のみを表示するとは、どの

ような意味でしょうか？

・職員様の手書きを想定しています。
0 2 2

指摘 帳票詳細要件を修

正

適切な表現に修正

3
国民年金被保険者資格関係記

録訂正・追加・取消報告書
3-16 喪失予定年月日 ● 和暦表記。該当する元号のみ表示する

・該当する元号のみを表示するとは、どの

ような意味でしょうか？

・職員様の手書きを想定しています。
0 2 2

指摘 帳票詳細要件を修

正

適切な表現に修正

3
国民年金被保険者資格関係記

録訂正・追加・取消報告書
3-17 区分 ● 区分に該当する場合のみ、番号を表示する

・職員様の手書きを想定しています。

0 1 1

指摘 帳票詳細要件を修

正

指摘の通り修正（印字要件を明確

化）

3
国民年金被保険者資格関係記

録訂正・追加・取消報告書
3-18

報告事項（資格関係記録追加報告書

/資格関係記録取消報告書）
届書種類・番号 ● 該当する届書の場合に〇をつける

・"国民年金被保険者関係届書（報告

書）"と同様に、届書種類に準じた番号

を表示するでも良いのではないでしょう

か？

・〇を付けるのは手書きを想定していま

す。

0 2 2

討議事項 （討議事項） 【討議事項（共通⑦）】

○囲み表記項目の取り扱い

3
国民年金被保険者資格関係記

録訂正・追加・取消報告書
3-19 追加または取消する資格記録 年月日 ● 和暦表記。該当する元号のみ表示する

・該当する元号のみを表示するとは、どの

ような意味でしょうか？ 0 1 1

指摘 帳票詳細要件を修

正

適切な表現に修正

3
国民年金被保険者資格関係記

録訂正・追加・取消報告書
3-20 種別 ● 該当する種別の番号を表示する 0 0 0

3
国民年金被保険者資格関係記

録訂正・追加・取消報告書
3-21 理由 ● 該当する理由の番号を表示する 0 0 0

3
国民年金被保険者資格関係記

録訂正・追加・取消報告書
3-22 ● 和暦表記。該当する元号のみ表示する

・該当する元号のみを表示するとは、どの

ような意味でしょうか？

・職員様の手書きを想定しています。
0 2 2

指摘 帳票詳細要件を修

正

適切な表現に修正

3
国民年金被保険者資格関係記

録訂正・追加・取消報告書
3-23 喪失予定年月日 ● 和暦表記。該当する元号のみ表示する

・該当する元号のみを表示するとは、どの

ような意味でしょうか？

・職員様の手書きを想定しています。
0 2 2

指摘 帳票詳細要件を修

正

適切な表現に修正

3
国民年金被保険者資格関係記

録訂正・追加・取消報告書
3-24 区分 ● 区分に該当する場合のみ、番号を表示する

・職員様の手書きを想定しています。

0 1 1

指摘 帳票詳細要件を修

正

指摘の通り修正（印字要件を明確

化）

3
国民年金被保険者資格関係記

録訂正・追加・取消報告書
3-25 ● 区分に該当する場合のみ、番号を表示する

・職員様の手書きを想定しています。

0 1 1

指摘 帳票詳細要件を修

正

指摘の通り修正（印字要件を明確

化）

3
国民年金被保険者資格関係記

録訂正・追加・取消報告書
3-26 ● 区分に該当する場合のみ、番号を表示する

・職員様の手書きを想定しています。

0 1 1

指摘 帳票詳細要件を修

正

指摘の通り修正（印字要件を明確

化）

3
国民年金被保険者資格関係記

録訂正・追加・取消報告書
3-27 報告事項（生年月日訂正報告書） 届書種類・番号 ● 該当する届書の場合に〇をつける

・"国民年金被保険者関係届書（報告

書）"と同様に、届書種類に準じた番号

を表示するでも良いのではないでしょう

か？

・〇を付けるのは手書きを想定していま

す。

0 2 2

討議事項 （討議事項） 【討議事項（共通⑦）】

○囲み表記項目の取り扱い

個人番号（または基礎年金番号）

喪失予定に対応する取得年月日

喪失予定に対応する取得年月日

65歳以上申込区分

65歳前喪失者区分
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参考６　帳票詳細要件（案）に対するご意見一覧
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3
国民年金被保険者資格関係記

録訂正・追加・取消報告書
3-28 訂正前の年月日 ● 和暦表記。該当する元号のみ表示する

・該当する元号のみを表示するとは、どの

ような意味でしょうか？ 0 1 1

指摘 帳票詳細要件を修

正

適切な表現に修正

3
国民年金被保険者資格関係記

録訂正・追加・取消報告書
3-29 ● 和暦表記。該当する元号のみ表示する

・該当する元号のみを表示するとは、どの

ような意味でしょうか？ 0 1 1

指摘 帳票詳細要件を修

正

適切な表現に修正

3
国民年金被保険者資格関係記

録訂正・追加・取消報告書
3-30 種別 ● 該当する種別の番号を表示する 0 0 0

3
国民年金被保険者資格関係記

録訂正・追加・取消報告書
3-31 報告事項（性別訂正報告書） 届書種類・番号 ● 該当する届書の場合に〇をつける

・"国民年金被保険者関係届書（報告

書）"と同様に、届書種類に準じた番号

を表示するでも良いのではないでしょう

か？

・〇を付けるのは手書きを想定していま

す。

0 2 2

討議事項 （討議事項） 【討議事項（共通⑦）】

○囲み表記項目の取り扱い

3
国民年金被保険者資格関係記

録訂正・追加・取消報告書
3-32 訂正前の性別 ● 該当する性別を表示する 0 0 0

3
国民年金被保険者資格関係記

録訂正・追加・取消報告書
3-33 訂正に至った理由 ●

該当する理由の番号を表示する　※「3」選択時のみ理由を表

示する

・職員様の手書きを想定しています。

0 1 1

指摘 帳票詳細要件を修

正

指摘の通り修正（印字要件を明確

化）

3
国民年金被保険者資格関係記

録訂正・追加・取消報告書
3-34 市区町村・日本年金機構連絡欄 ●

・ほとんどの場合、届出に係る詳細等を記

入するため、オプションではなく必須にして

いただきたい

・職員様の手書きを想定しています。

1 2 3

討議事項 （討議事項） 【討議事項（共通④）】

自由記入欄（連絡欄等）の扱い

4
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書
4-共通1

・年金機構から配布されている複写式の

用紙にインパクトプリンタで印字するのか、

白紙に１部印刷し、本人控え分はコピー

を渡すかを決める必要があります。
0 1 1

討議事項 （討議事項） 【討議事項（共通③）】

複写式用紙/ドットインパクトプリンタへの

対応

4
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書
4-1 被保険者 個人番号（または基礎年金番号） ●

・国民年金被保険者関係届書（申出

書）とあわせたほうがいいのでは

・市区町村によって、以下のとおり印字内

容の要件が異なります。

　何も印字しない

　基礎年金番号を印字する

　個人番号を印字する

・他の申請書、申出書はオプションとなっ

ています。

・個人番号または基礎年金番号を、要

望により印字しても良いと考えます。

・印字不可は正しいでしょうか？

1 4 5

討議事項 （討議事項） 【討議事項（共通⑤）】

個人番号及び基礎年金番号の表記コン

トロール

4
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書
4-2 被保険者氏名 ● 0 1 1

指摘 帳票詳細要件を修

正

指摘の通り修正（印字条件を明確

化）

4
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書
4-3 被保険者生年月日 ● 和暦表記。該当する元号のみ表示する

・該当する元号のみを表示するとは、どの

ような意味でしょうか？ 0 1 1

指摘 帳票詳細要件を修

正

適切な表現に修正

4
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書
4-4 配偶者氏名 ● 0 1 1

指摘 帳票詳細要件を修

正

指摘の通り修正（印字条件を明確

化）

4
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書
4-5 配偶者生年月日 ● 和暦表記。該当する元号のみ表示する

・該当する元号のみを表示するとは、どの

ような意味でしょうか？ 0 1 1

指摘 帳票詳細要件を修

正

適切な表現に修正

4
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書
4-6 世帯主氏名 ● 0 1 1

指摘 帳票詳細要件を修

正

指摘の通り修正（印字条件を明確

化）

4
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書
4-追1 申請期間

・和暦標記。申請年度を表示する。
0 1 1

指摘 帳票詳細要件を修

正

指摘の通り修正（和暦に統一）

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-1 ●

・令和３年度の様式変更で"基礎年金

番号"に項目が変更となっています。 0 1 1

指摘 帳票詳細要件を修

正

最新の様式に合わせて修正

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-2 生年月日 ● 和暦表記。該当する元号のみ表示する 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-3 申請期間 ● 和暦表記 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-4 Ａ．被保険者分 氏名 ● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-5 政令で定める額 ● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-6 地方税法上の障害者・寡婦・ひとり親 ● 該当する選択肢に〇をつける

・〇を付けるのは手書きを想定していま

す。 0 1 1

指摘 帳票詳細要件を修

正

指摘の通り修正（印字要件を明確

化）

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-7

控除対象配偶者および扶養親族(16歳

以上19歳未満を除く)数
● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-8 老人控除対象配偶者および老人数 ● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-9

特定扶養親族および扶養親族(16歳以

上19歳未満に限る)数
● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-10 前年の所得額 ● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-11 純損失および雑損失 ● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-12 雑損 ● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-13 医療費 ● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-14 社会保険料 ● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-15 小規模企業共済等掛金 ● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-16 配偶者特別 ● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-17

地方税法附則第6条第4項の免除に係

る所得額
● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-18

障害者(特別障害者を除く)の合計数

(本人､控除対象配偶者および扶養親

族)

● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-19

特別障害者の合計数(本人､控除対象

配偶者および扶養親族)
● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-20 寡婦(もしくは寡夫) ● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-21 ひとり親(もしくは寡婦特例) ● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-22 勤労学生 ● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-23 控除の合計額 ● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-24 控除後の所得額 ● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-25 特例認定区分 ●

・〇を付けるのは手書きを想定していま

す。 0 1 1

指摘 帳票詳細要件を修

正

指摘の通り修正（印字要件を明確

化）

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-26 B．配偶者分 氏名 ● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-27 政令で定める額 ● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-28 地方税法上の障害者・寡婦・ひとり親 ● 該当する選択肢に〇をつける

・〇を付けるのは手書きを想定していま

す。 0 1 1

指摘 帳票詳細要件を修

正

指摘の通り修正（印字要件を明確

化）

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-29

控除対象配偶者および扶養親族(16歳

以上19歳未満を除く)数
● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-30 老人控除対象配偶者および老人数 ● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-31

特定扶養親族および扶養親族(16歳以

上19歳未満に限る)数
● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-32 前年の所得額 ● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-33 純損失および雑損失 ● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-34 雑損 ● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-35 医療費 ● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-36 社会保険料 ● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-37 小規模企業共済等掛金 ● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-38 配偶者特別 ● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-39

地方税法附則第6条第4項の免除に係

る所得額
● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-40

障害者(特別障害者を除く)の合計数

(本人､控除対象配偶者および扶養親

族)

● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-41

特別障害者の合計数(本人､控除対象

配偶者および扶養親族)
● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-42 寡婦(もしくは寡夫) ● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-43 ひとり親(もしくは寡婦特例) ● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-44 勤労学生 ● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-45 控除の合計額 ● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-46 控除後の所得額 ● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-47 特例認定区分 ●

・〇を付けるのは手書きを想定していま

す。 0 1 1

指摘 帳票詳細要件を修

正

指摘の通り修正（印字要件を明確

化）

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-48 C．世帯主分 氏名 ● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-49 政令で定める額 ● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-50 地方税法上の障害者・寡婦・ひとり親 ● 該当する選択肢に〇をつける

・〇を付けるのは手書きを想定していま

す。 0 1 1

指摘 帳票詳細要件を修

正

指摘の通り修正（印字要件を明確

化）

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-51

控除対象配偶者および扶養親族(16歳

以上19歳未満を除く)数
● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-52 老人控除対象配偶者および老人数 ● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-53

特定扶養親族および扶養親族(16歳以

上19歳未満に限る)数
● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-54 前年の所得額 ● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-55 純損失および雑損失 ● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-56 雑損 ● 0 0 0

訂正後の取得年月日

個人番号または基礎年金番号
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参考６　帳票詳細要件（案）に対するご意見一覧

No 帳票名 No システム印字項目 実装項目 備考（印字編集条件など） 標準仕様案に対するご意見総評

①ご意見 意見数 ②取扱方針

No 帳票名 No システム印字項目 システム印字項目 システム印字項目 システム印字項目 システム印字項目 必須 オプション 不可 備考（印字編集条件など） 自治体等 事業者
自治体

等
事業者 計 区分 対応方針 対応内容・討議事項・コメント

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-57 医療費 ● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-58 社会保険料 ● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-59 小規模企業共済等掛金 ● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-60 配偶者特別 ● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-61

地方税法附則第6条第4項の免除に係

る所得額
● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-62

障害者(特別障害者を除く)の合計数

(本人､控除対象配偶者および扶養親

族)

● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-63

特別障害者の合計数(本人､控除対象

配偶者および扶養親族)
● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-64 寡婦(もしくは寡夫) ● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-65 ひとり親(もしくは寡婦特例) ● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-66 勤労学生 ● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-67 控除の合計額 ● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-68 控除後の所得額 ● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-69 特例認定区分 ●

・〇を付けるのは手書きを想定していま

す。 0 1 1

指摘 帳票詳細要件を修

正

指摘の通り修正（印字要件を明確

化）

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-70 ●

・本市では基礎年金番号・申告有無・住

民異動情報が自動記載される欄として

活用しているだけでなく、年金機構からの

回答依頼に手書きで記載するときにも使

用しているため、合計３行分程度のス

ペースが必要。それと、NO１の「個人番

号または基礎年金番号」は常に個人番

号が記載されているため、NO71「連絡

欄」右下に基礎年金番号が自動記載さ

れるようにしてほしい。

・枠のみあり、記入は手書きを想定してい

ます。

1 2 3

討議事項 （討議事項） 【討議事項（共通④）】

自由記入欄（連絡欄等）の扱い

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-71 連絡欄 ●

・システム出力していないため

0 2 2

討議事項 （討議事項） 【討議事項（共通④）】

自由記入欄（連絡欄等）の扱い

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-72 年月日 ● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-73 市区町村長名 ● 0 0 0

5
国民年金保険料免除・納付猶

予申請書（市町村確認書）
5-追1 市区町村長の電子公印 ●

・現時点では、公印廃止帳票ではないた

めオプションとして追加するのが良いと考え

ます。
0 1 1

討議事項 （討議事項） 【討議事項（共通②）】

電子公印のシステム化範囲

6 保険料学生納付特例申請書 6-共通1

・年金機構から配布されている複写式の

用紙にインパクトプリンタで印字するのか、

白紙に１部印刷し、本人控え分はコピー

を渡すかを決める必要があります。
0 1 1

討議事項 （討議事項） 【討議事項（共通③）】

複写式用紙/ドットインパクトプリンタへの

対応

6 保険料学生納付特例申請書 6-1 申請日 ● 和暦表記

・国民年金被保険者関係届書（申出

書）とあわせたほうがいいのでは

・№4の帳票と同様にオプションで良いの

ではなでしょうか。

・申請者の手書きを想定しています。
1 3 4

指摘 帳票詳細要件を修

正

指摘の通り修正（国民年金保険料免

除・納付猶予申請書と平仄を揃える）

6 保険料学生納付特例申請書 6-2 住所 ● 郵便番号＋住所

・国民年金被保険者関係届書（申出

書）とあわせたほうがいいのでは

・№4の帳票と同様にオプションで良いの

ではなでしょうか。

・申請者の手書きを想定しています。
1 3 4

指摘 帳票詳細要件を修

正

指摘の通り修正（国民年金保険料免

除・納付猶予申請書と平仄を揃える）

6 保険料学生納付特例申請書 6-3 被保険者氏名 ●

・国民年金被保険者関係届書（申出

書）とあわせたほうがいいのでは

・№4の帳票と同様にオプションで良いの

ではなでしょうか。

・申請者の手書きを想定しています。

1 3 4

指摘 帳票詳細要件を修

正

指摘の通り修正（国民年金保険料免

除・納付猶予申請書と平仄を揃える）

6 保険料学生納付特例申請書 6-4 Ａ．基本情報 個人番号または基礎年金番号 ●

・保険料免除申請書はオプションとなって

いる。

・国民年金被保険者関係届書（申出

書）とあわせたほうがいいのでは

・№4の帳票と同様にオプションで良いの

ではなでしょうか。

・免除申請書の仕様に合わせたほうがよ

いと思われます。

2 3 5

指摘 帳票詳細要件を修

正

指摘の通り修正（国民年金保険料免

除・納付猶予申請書と平仄を揃える）

6 保険料学生納付特例申請書 6-5 生年月日 ● 和暦表記。該当する元号のみ表示する

・国民年金被保険者関係届書（申出

書）とあわせたほうがいいのでは

・該当する元号のみを表示するとは、どの

ような意味でしょうか？

・№4の帳票と同様にオプションで良いの

ではなでしょうか。

1 3 4

指摘 帳票詳細要件を修

正

指摘の通り修正（国民年金保険料免

除・納付猶予申請書と平仄を揃える）

6 保険料学生納付特例申請書 6-6 氏名 ●

・国民年金被保険者関係届書（申出

書）とあわせたほうがいいのでは

・フリガナ＋漢字氏名を表示する

・№4の帳票と同様にオプションで良いの

ではなでしょうか。
1 3 4

指摘 帳票詳細要件を修

正

指摘の通り修正（国民年金保険料免

除・納付猶予申請書と平仄を揃える）

6 保険料学生納付特例申請書 6-追1 申請期間
・和暦標記。申請年度を表示する。

0 1 1
指摘 帳票詳細要件を修

正

指摘の通り修正（和暦に統一）

7
保険料学生納付特例申請書

（市町村確認書）
7-1 個人番号または基礎年金番号 ●

・令和３年度の様式変更で"基礎年金

番号"に項目が変更となっています。 0 1 1

指摘 帳票詳細要件を修

正

最新の様式に合わせて修正

7
保険料学生納付特例申請書

（市町村確認書）
7-2 生年月日 ● 和暦表記。該当する元号のみ表示する

・該当する元号のみを表示するとは、どの

ような意味でしょうか？ 0 1 1

指摘 帳票詳細要件を修

正

適切な表現に修正

7
保険料学生納付特例申請書

（市町村確認書）
7-3 申請期間 ● 和暦表記 0 0 0

指摘 帳票詳細要件を修

正

適切な表現に修正

7
保険料学生納付特例申請書

（市町村確認書）
7-4 Ａ．被保険者分 氏名 ● 0 0 0

7
保険料学生納付特例申請書

（市町村確認書）
7-5 政令で定める額 ● 0 0 0

7
保険料学生納付特例申請書

（市町村確認書）
7-6 地方税法上の障害者・寡婦・ひとり親 ● 該当する選択肢に〇をつける

・〇を付けるのは手書きを想定していま

す。 0 1 1

指摘 対応方針 指摘の通り修正（印字要件を明確

化）

7
保険料学生納付特例申請書

（市町村確認書）
7-7

控除対象配偶者および扶養親族(16歳

以上19歳未満を除く)数
● 0 0 0

7
保険料学生納付特例申請書

（市町村確認書）
7-8 老人控除対象配偶者および老人数 ● 0 0 0

7
保険料学生納付特例申請書

（市町村確認書）
7-9

特定扶養親族および扶養親族(16歳以

上19歳未満に限る)数
● 0 0 0

7
保険料学生納付特例申請書

（市町村確認書）
7-10 前年の所得額 ● 0 0 0

7
保険料学生納付特例申請書

（市町村確認書）
7-11 純損失および雑損失 ● 0 0 0

7
保険料学生納付特例申請書

（市町村確認書）
7-12 雑損 ● 0 0 0

7
保険料学生納付特例申請書

（市町村確認書）
7-13 医療費 ● 0 0 0

7
保険料学生納付特例申請書

（市町村確認書）
7-14 社会保険料 ● 0 0 0

7
保険料学生納付特例申請書

（市町村確認書）
7-15 小規模企業共済等掛金 ● 0 0 0

7
保険料学生納付特例申請書

（市町村確認書）
7-16 配偶者特別 ● 0 0 0

7
保険料学生納付特例申請書

（市町村確認書）
7-17

地方税法附則第6条第4項の免除に係

る所得額
● 0 0 0

7
保険料学生納付特例申請書

（市町村確認書）
7-18

障害者(特別障害者を除く)の合計数

(本人､控除対象配偶者および扶養親

族)

● 0 0 0

7
保険料学生納付特例申請書

（市町村確認書）
7-19

特別障害者の合計数(本人､控除対象

配偶者および扶養親族)
● 0 0 0

7
保険料学生納付特例申請書

（市町村確認書）
7-20 寡婦(もしくは寡夫) ● 0 0 0

7
保険料学生納付特例申請書

（市町村確認書）
7-21 ひとり親(もしくは寡婦特例) ● 0 0 0

7
保険料学生納付特例申請書

（市町村確認書）
7-22 勤労学生 ● 0 0 0

7
保険料学生納付特例申請書

（市町村確認書）
7-23 控除の合計額 ● 0 0 0

7
保険料学生納付特例申請書

（市町村確認書）
7-24 控除後の所得額 ● 0 0 0

7
保険料学生納付特例申請書

（市町村確認書）
7-25 特例認定区分 ●

・〇を付けるのは手書きを想定していま

す。 0 1 1

指摘 対応方針 指摘の通り修正（印字要件を明確

化）

7
保険料学生納付特例申請書

（市町村確認書）
7-26 天災を事由とした場合の意見 ●

・枠のみあり、記入は手書きを想定してい

ます。 0 2 2

討議事項 （討議事項） 【討議事項（共通④）】

自由記入欄（連絡欄等）の扱い

7
保険料学生納付特例申請書

（市町村確認書）
7-27 連絡欄 ●

・本市では基礎年金番号・申告有無・住

民異動情報が自動記載される欄として

活用しているだけでなく、年金機構からの

回答依頼に手書きで記載するときにも使

用しているため、合計３行分程度のス

ペースが必要。それと、NO１の「個人番

号または基礎年金番号」は常に個人番

号が記載されているため、NO71「連絡

欄」右下に基礎年金番号が自動記載さ

れるようにしてほしい。

・システム出力していないため

1 1 2

討議事項 （討議事項） 【討議事項（共通④）】

自由記入欄（連絡欄等）の扱い

7
保険料学生納付特例申請書

（市町村確認書）
7-28 年月日 ● 0 0 0

7
保険料学生納付特例申請書

（市町村確認書）
7-29 市区町村長名 ● 0 0 0

天災を事由とした場合の意見

3 / 6



参考６　帳票詳細要件（案）に対するご意見一覧

No 帳票名 No システム印字項目 実装項目 備考（印字編集条件など） 標準仕様案に対するご意見総評

①ご意見 意見数 ②取扱方針

No 帳票名 No システム印字項目 システム印字項目 システム印字項目 システム印字項目 システム印字項目 必須 オプション 不可 備考（印字編集条件など） 自治体等 事業者
自治体

等
事業者 計 区分 対応方針 対応内容・討議事項・コメント

7
保険料学生納付特例申請書

（市町村確認書）
7-追1 市区町村長の電子公印 ●

・現時点では、公印廃止帳票ではないた

めオプションとして追加するのが良いと考え

ます。 0 1 1

討議事項 （討議事項） 【討議事項（共通②）】

電子公印のシステム化範囲

8 居所未登録者報告書 8-共通1

・帳票自体システム出力していないため

・制度上必須の帳票なのかご教示くださ

い。（以下同じ）

・システム化が必要な帳票か検討頂きた

いです。

・レイアウトが不明。今回のシステム標準

化で年金機構より提示されるという認識

でよろしいでしょうか。

0 4 4

質問 質問回答 （回答）

事前調査にて法令上必須と回答があっ

たものについて、帳票詳細要件の対象と

しています。なお、当該対象帳票について

は、帳票レイアウトも提示します。

8 居所未登録者報告書 8-1 市区町村名 ● 0 0 0

8 居所未登録者報告書 8-2 年金手帳の基礎年金番号 ● 0 0 0

8 居所未登録者報告書 8-3 生年月日 ● 和暦表記。該当する元号のみ表示する 0 0 0

8 居所未登録者報告書 8-4 該当年月日 ● 0 0 0

8 居所未登録者報告書 8-5 転出先住所 住所コード 都道府県符号 ● 0 1 1

指摘 帳票詳細要件を修

正

指摘の通り修正（印字条件を明確

化）

8 居所未登録者報告書 8-6 市区町村コード ● 0 1 1

指摘 帳票詳細要件を修

正

指摘の通り修正（印字条件を明確

化）

8 居所未登録者報告書 8-7 住所（フリガナ） 都道府県市区町村 ● 0 1 1

指摘 帳票詳細要件を修

正

指摘の通り修正（印字条件を明確

化）

8 居所未登録者報告書 8-8 被保険者氏名 ● 0 0 0

8 居所未登録者報告書 8-9 住民票削除理由 ● 0 0 0

9 居所未登録者住所判明報告書 9-共通1

・帳票自体システム出力していないため

・制度上必須の帳票なのかご教示くださ

い。（以下同じ）

・システム化が必要な帳票か検討頂きた

いです。

・レイアウトが不明。今回のシステム標準

化で年金機構より提示されるという認識

でよろしいでしょうか。

0 4 4

質問 質問回答 （回答）

事前調査にて法令上必須と回答があっ

たものについて、帳票詳細要件の対象と

しています。なお、当該対象帳票について

は、帳票レイアウトも提示します。

9 居所未登録者住所判明報告書 9-1 市区町村名 ● 0 0 0

9 居所未登録者住所判明報告書 9-2 基礎年金番号 ● 0 0 0

9 居所未登録者住所判明報告書 9-3 生年月日 ● 和暦表記。該当する元号のみ表示する 0 0 0

9 居所未登録者住所判明報告書 9-4 住所判明年月日 ● 0 0 0

9 居所未登録者住所判明報告書 9-5 判明住所 郵便番号 ● 0 0 0

9 居所未登録者住所判明報告書 9-6 住所 市区町村コード ● 0 0 0

9 居所未登録者住所判明報告書 9-7 住所 ● 0 0 0

9 居所未登録者住所判明報告書 9-8 変更年月日 ● 0 0 0

9 居所未登録者住所判明報告書 9-9 氏名変更を伴う場合 変更後の氏名 ● 0 1 1

指摘 帳票詳細要件を修

正

指摘の通り修正（印字条件を明確

化）

9 居所未登録者住所判明報告書 9-10 変更年月日 ● 0 1 1

指摘 帳票詳細要件を修

正

指摘の通り修正（印字条件を明確

化）

9 居所未登録者住所判明報告書 9-11 氏名 ● 0 0 0

10 国民年金関係報告書 10-1 市区町村名 ● 0 0 0

10 国民年金関係報告書 10-2 報告日 ● 0 0 0

10 国民年金関係報告書 10-3 ページ数 ● 0 0 0

10 国民年金関係報告書 10-4 被保険者 通番 ● 0 0 0

10 国民年金関係報告書 10-5 個人番号 ● 0 0 0

10 国民年金関係報告書 10-6 生年月日 ● 和暦表記。該当する元号のみ表示する

・該当する元号のみを表示するとは、どの

ような意味でしょうか？ 0 1 1

指摘 帳票詳細要件を修

正

適切な表現に修正

10 国民年金関係報告書 10-7 氏名（フリガナ） ● 0 0 0

10 国民年金関係報告書 10-8 氏名 ● 0 0 0

10 国民年金関係報告書 10-9 性別 ● 0 0 0

10 国民年金関係報告書 10-10 電話種別 ● 該当する種別の番号のみ表示する 0 0 0

10 国民年金関係報告書 10-11 電話番号 ● 0 0 0

10 国民年金関係報告書 10-12 郵便番号 ● 0 0 0

10 国民年金関係報告書 10-13 住所 ● 0 0 0

10 国民年金関係報告書 10-14 国籍 ● 0 0 0

10 国民年金関係報告書 10-15 外国人通称名（フリガナ） ● 0 0 0

10 国民年金関係報告書 10-16 外国人通称名 ● 0 0 0

10 国民年金関係報告書 10-17 届書番号 ● 届書番号のみ表示する 0 0 0

10 国民年金関係報告書 10-18 該当年月日 ● 0 0 0

10 国民年金関係報告書 10-19 理由等 ● 理由に係る選択肢の中で、該当する理由を表示する 0 0 0

10 国民年金関係報告書 10-20 納付意思 ● 該当する選択肢の番号のみ表示する 0 0 0

10 国民年金関係報告書 10-21 届出年月日 ● 0 0 0

10 国民年金関係報告書 10-22 市町村・日本年金機構連絡欄 ● 0 0 0

10 国民年金関係報告書 10-23 納付書 ● 該当する選択肢の番号のみ表示する

・電子媒体作成仕様書では省略可であ

るためオプションで良いと考えます。

・枠のみあり、記入は手書きを想定してい

ます。

0 2 2

指摘 帳票詳細要件を修

正

指摘の通り修正

11 電子媒体届書総括票 11-1 作成年月日 ● 和暦表記 0 0 0

11 電子媒体届書総括票 11-2 提出元ID ● 0 0 0

11 電子媒体届書総括票 11-3 媒体通番 ● 0 0 0

11 電子媒体届書総括票 11-4 届書件数 国民年金被保険者資格取得届件数 ● 0 0 0

11 電子媒体届書総括票 11-5 国民年金被保険者種別変更届件数 ● 0 0 0

11 電子媒体届書総括票 11-6
国民年金被保険者資格取得申出書件

数
● 0 0 0

11 電子媒体届書総括票 11-7 国民年金被保険者資格喪失届件数 ● 0 0 0

11 電子媒体届書総括票 11-8
国民年金被保険者資格喪失申出書件

数
● 0 0 0

11 電子媒体届書総括票 11-9
国民年金付加保険料納付・辞退申出

書件数
● 0 0 0

11 電子媒体届書総括票 11-10
国民年金付加保険料該当・非該当届

件数
● 0 0 0

11 電子媒体届書総括票 11-11 国民年金保険料免除理由該当届件数 ● 0 0 0

11 電子媒体届書総括票 11-12 国民年金保険料免除理由消滅届件数 ● 0 0 0

11 電子媒体届書総括票 11-13 年金手帳再交付申請書件数 ● 0 0 0

11 電子媒体届書総括票 11-14 国民年金被保険者住所変更届件数 ● 0 0 0

11 電子媒体届書総括票 11-15 国民年金被保険者氏名変更届件数 ● 0 0 0

11 電子媒体届書総括票 11-16 国民年金被保険者死亡届件数 ● 0 0 0

11 電子媒体届書総括票 11-17
国民年金保険料産前産後免除該当届

件数
● 0 0 0

11 電子媒体届書総括票 11-18 届書合計件数 ● 0 0 0

11 電子媒体届書総括票 11-19 市区町村名 ● 0 0 0

11 電子媒体届書総括票 11-20 電話番号 ●

・「担当者情報はシステムで管理して出

力すべき内容ではない。送付前に記入す

る運用としたい。」というユーザからの指摘

があり、自動での出力は行っていません。

必須ではなくオプションとするべきではない

でしょうか。

1 1 2

討議事項 （討議事項） 【討議事項（共通⑥）】

自治体側情報の出力範囲

11 電子媒体届書総括票 11-21 担当者名 ●

・システム出力していないため

1 2 3

討議事項 （討議事項） 【討議事項（共通⑥）】

自治体側情報の出力範囲

11 電子媒体届書総括票 11-追1 提出先名称

・システム出力していないため

・提出日は事前に指定した日付から変更

する場合があるため、No.20,21と共に送

付前に職員様が記入する運用としてお

り、自動での出力は行っていません。必須

ではなくオプションとするべきではないでしょ

うか。

・電子媒体仕様書の「電子媒体届書総

括票のイメージ」に出力例があるため必須

として追加するのが良いと考えます。

1 3 4

討議事項 （討議事項） 【討議事項（共通⑥）】

自治体側情報の出力範囲
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参考６　帳票詳細要件（案）に対するご意見一覧

No 帳票名 No システム印字項目 実装項目 備考（印字編集条件など） 標準仕様案に対するご意見総評

①ご意見 意見数 ②取扱方針

No 帳票名 No システム印字項目 システム印字項目 システム印字項目 システム印字項目 システム印字項目 必須 オプション 不可 備考（印字編集条件など） 自治体等 事業者
自治体

等
事業者 計 区分 対応方針 対応内容・討議事項・コメント

11 電子媒体届書総括票 11-22 提出日 ● 和暦表記

・手書き想定で「年　　月　　日」を見出し

として印字しています。 1 1 2

討議事項 （討議事項） 【討議事項（共通⑥）】

自治体側情報の出力範囲

11 電子媒体届書総括票 11-23 市区町村長署名 ●

・国民年金適用関係届書作成仕様書

に備考欄も明記されているため追加して

いただきたい
1 0 1

討議事項 （討議事項） 【討議事項（共通②）】

電子公印のシステム化範囲

12 国民年金関係書類送付書 12-共通1

・何を印字する帳票か不明なため判断が

できません

・システム化が必要な帳票か検討頂きた

いです。

・レイアウトが不明。今回のシステム標準

化で年金機構より提示されるという認識

でよろしいでしょうか。

0 3 3

質問 質問回答 （回答）

事前調査にて法令上必須と回答があっ

たものについて、帳票詳細要件の対象と

しています。なお、当該対象帳票について

は、帳票レイアウトも提示します。

12 国民年金関係書類送付書 12-1 宛名 ● 0 0 0

12 国民年金関係書類送付書 12-2 市区町村長名 ● 0 0 0

12 国民年金関係書類送付書 12-3 処理期間 ● 和暦表記 0 0 0

12 国民年金関係書類送付書 12-4 合計枚数 ●

・システム出力していないため

0 1 1

討議事項 （討議事項） 【討議事項（共通④）】

自由記入欄（連絡欄等）の扱い

12 国民年金関係書類送付書 12-5 届書番号 ● 0 0 0

12 国民年金関係書類送付書 12-6 届書名 ● 0 0 0

12 国民年金関係書類送付書 12-7 件数 ● 0 0 0

12 国民年金関係書類送付書 12-8 備考 ●

・システム出力していないため

0 1 1

討議事項 （討議事項） 【討議事項（共通④）】

自由記入欄（連絡欄等）の扱い

12 国民年金関係書類送付書 12-9 合計件数 ● 0 0 0

13 所得調査票

14 老齢福祉年金所得状況届 14-共通1

・本市において、該当する事務は行ってい

ないため。

・帳票自体システム出力していないため

・ほとんど該当者がいないので、帳票自体

を必須から外していただきたい。（以下同

じ）

・システム化が必要な帳票か検討頂きた

いです。 1 3 4

質問 質問回答 （回答）

事前調査にて法令上必須と回答があっ

たものについて、帳票詳細要件の対象と

しています。なお、当該対象帳票について

は、帳票レイアウトも提示します。

なお、標準仕様には記載するものの、当

該機能を利用して業務を実施するか否

かについては、最終的には導入時の設計

と自治体毎の判断になります

14 老齢福祉年金所得状況届 14-1 提出日 ● 和暦表記 0 0 0

14 老齢福祉年金所得状況届 14-2 個人番号 ● 0 0 0

14 老齢福祉年金所得状況届 14-3 本人 個人番号 ● 0 0 0

14 老齢福祉年金所得状況届 14-4 氏名 ● 0 0 0

14 老齢福祉年金所得状況届 14-5 住所 ● 0 0 0

14 老齢福祉年金所得状況届 14-6 ● 0 0 0

14 老齢福祉年金所得状況届 14-7 ● 0 0 0

14 老齢福祉年金所得状況届 14-8 ● 0 0 0

14 老齢福祉年金所得状況届 14-9 控除 雑損 ● 0 0 0

14 老齢福祉年金所得状況届 14-10 医療費 ● 0 0 0

14 老齢福祉年金所得状況届 14-11 社会保険料 ● 0 0 0

14 老齢福祉年金所得状況届 14-12 ● 0 0 0

14 老齢福祉年金所得状況届 14-13 ● 0 0 0

14 老齢福祉年金所得状況届 14-14 ● 0 0 0

14 老齢福祉年金所得状況届 14-15 ● 0 0 0

14 老齢福祉年金所得状況届 14-16 ● 0 0 0

14 老齢福祉年金所得状況届 14-17 ● 0 0 0

14 老齢福祉年金所得状況届 14-18 ● 0 0 0

14 老齢福祉年金所得状況届 14-19 配偶者 氏名 ● 0 0 0

14 老齢福祉年金所得状況届 14-20 住所 ● 0 0 0

14 老齢福祉年金所得状況届 14-21 ● 0 0 0

14 老齢福祉年金所得状況届 14-22 ● 0 0 0

14 老齢福祉年金所得状況届 14-23 控除 雑損 ● 0 0 0

14 老齢福祉年金所得状況届 14-24 医療費 ● 0 0 0

14 老齢福祉年金所得状況届 14-25 ● 0 0 0

14 老齢福祉年金所得状況届 14-26 ● 0 0 0

14 老齢福祉年金所得状況届 14-27 ● 0 0 0

14 老齢福祉年金所得状況届 14-28 ● 0 0 0

14 老齢福祉年金所得状況届 14-29 ● 0 0 0

14 老齢福祉年金所得状況届 14-30 ● 0 0 0

14 老齢福祉年金所得状況届 14-31 ● 0 0 0

14 老齢福祉年金所得状況届 14-32 扶養者義務者等 氏名 ● 0 0 0

14 老齢福祉年金所得状況届 14-33 ● 0 0 0

14 老齢福祉年金所得状況届 14-34 住所 ● 0 0 0

14 老齢福祉年金所得状況届 14-35 ● 0 0 0

14 老齢福祉年金所得状況届 14-36 ● 0 0 0

14 老齢福祉年金所得状況届 14-37 控除 雑損 ● 0 0 0

14 老齢福祉年金所得状況届 14-38 医療費 ● 0 0 0

14 老齢福祉年金所得状況届 14-39 ● 0 0 0

14 老齢福祉年金所得状況届 14-40 ● 0 0 0

14 老齢福祉年金所得状況届 14-41 ● 0 0 0

14 老齢福祉年金所得状況届 14-42 ● 0 0 0

14 老齢福祉年金所得状況届 14-43 ● 0 0 0

14 老齢福祉年金所得状況届 14-44 ● 0 0 0

14 老齢福祉年金所得状況届 14-45 ● 0 0 0

14 老齢福祉年金所得状況届 14-46 ●

・何を印字するのでしょうか？

・審査は年金機構が記載する欄ではない

でしょうか。
0 2 2

指摘 帳票詳細要件を修

正

印字対象が判別できるように記載を修正

15 老齢福祉年金所得状況届 15-共通1

・本市において、該当する事務は行ってい

ないため。

・帳票自体システム出力していないため

・特別障害給付金を管理する機能がな

いため。（以下同じ）

・システム化が必要な帳票か検討頂きた

いです。

1 3 4

質問 質問回答 （回答）

事前調査にて法令上必須と回答があっ

たものについて、帳票詳細要件の対象と

しています。なお、当該対象帳票について

は、帳票レイアウトも提示します。

なお、標準仕様には記載するものの、当

該機能を利用して業務を実施するか否

かについては、最終的には導入時の設計

と自治体毎の判断になります

15 老齢福祉年金所得状況届 15-1 提出日 ● 0 0 0

15 老齢福祉年金所得状況届 15-2 個人番号 ● 0 0 0

15 老齢福祉年金所得状況届 15-3 本人 個人番号 ● 0 0 0

15 老齢福祉年金所得状況届 15-4 氏名 ● 0 0 0

15 老齢福祉年金所得状況届 15-5 住所 ● 0 0 0

15 老齢福祉年金所得状況届 15-6 ● 0 0 0

15 老齢福祉年金所得状況届 15-7 ● 0 1 1

指摘 帳票詳細要件を修

正

指摘の通り修正（印字条件を明確

化）

15 老齢福祉年金所得状況届 15-8 ● 0 0 0

15 老齢福祉年金所得状況届 15-9 控除 雑損 ● 0 0 0

15 老齢福祉年金所得状況届 15-10 医療費 ● 0 0 0

15 老齢福祉年金所得状況届 15-11 社会保険料 ● 0 0 0

15 老齢福祉年金所得状況届 15-12 ● 0 0 0

前 年 の 所 得 額

控除対象配偶者及び扶養親族の合計数

同一生計配偶者（控除対象配偶者を除く。）の有無

障害者 (特別障害者を除く。 )で ある 同一生計配偶者 及び 

扶養 親族の合計数

小規模企業共済等掛金

配偶者特別

障害者 (特別障害者を除く。 )で ある 同一生計配偶者 及び 

扶養 親族の合計数

特別障害者である同一生計配偶者 及び 扶養親族の合計数

障害者・特別障害者・寡婦(寡 夫)・寡婦の特例・勤労学生の

別

地方税法附則第 6条第 1項の免 除に係る所得額

控除後の所得額

控除対象配偶者及び扶養親族の合計数

前 年 の 所 得 額

小規模企業共済等掛金

配偶者特別

障害者・特別障害者・寡婦(寡 夫)・寡婦の特例・勤労学生の

別

特別障害者である同一生計配偶者 及び 扶養親族の合計数

障害者・特別障害者・寡婦(寡 夫)・寡婦の特・勤労学生の別

地方税法附則第 6条第 1項の免 除に係る所得額

控除後の所得額

受給権者との続柄

控除対象配偶者及び扶養親族の合計数

前 年 の 所 得 額

小規模企業共済等掛金

配偶者特別

障害者 (特別障害者を除く。 )で ある 同一生計配偶者 及び 

扶養 親族の合計数

特別障害者である同一生計配偶者 及び 扶養親族の合計数

地方税法附則第 6条第 1項の免 除に係る所得額

控除後の所得額

審査

控除対象配偶者及び扶養親族の合計数

同一生計配偶者（控除対象配偶者を除く。）の有無

前 年 の 所 得 額

小規模企業共済等掛金

免除・納付猶予申請書（市町村確認書）

学生納付特例申請書（市町村確認書）

と同様
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参考６　帳票詳細要件（案）に対するご意見一覧

No 帳票名 No システム印字項目 実装項目 備考（印字編集条件など） 標準仕様案に対するご意見総評

①ご意見 意見数 ②取扱方針

No 帳票名 No システム印字項目 システム印字項目 システム印字項目 システム印字項目 システム印字項目 必須 オプション 不可 備考（印字編集条件など） 自治体等 事業者
自治体

等
事業者 計 区分 対応方針 対応内容・討議事項・コメント

15 老齢福祉年金所得状況届 15-13 ● 0 0 0

15 老齢福祉年金所得状況届 15-14 ● 0 0 0

15 老齢福祉年金所得状況届 15-15 ● 0 0 0

15 老齢福祉年金所得状況届 15-16 ● 0 0 0

15 老齢福祉年金所得状況届 15-17 ● 0 0 0

15 老齢福祉年金所得状況届 15-18 ● 0 0 0

15 老齢福祉年金所得状況届 15-19 配偶者 氏名 ●
・支給要件に該当しないため

1 0 1
指摘 帳票詳細要件を修

正

支給要件に沿った記載に修正

15 老齢福祉年金所得状況届 15-20 住所 ●
・支給要件に該当しないため

1 0 1
指摘 帳票詳細要件を修

正

支給要件に沿った記載に修正

15 老齢福祉年金所得状況届 15-21 ●
・支給要件に該当しないため

1 0 1
指摘 帳票詳細要件を修

正

支給要件に沿った記載に修正

15 老齢福祉年金所得状況届 15-22 ●
・支給要件に該当しないため

1 0 1
指摘 帳票詳細要件を修

正

支給要件に沿った記載に修正

15 老齢福祉年金所得状況届 15-23 控除 雑損 ●
・支給要件に該当しないため

1 0 1
指摘 帳票詳細要件を修

正

支給要件に沿った記載に修正

15 老齢福祉年金所得状況届 15-24 医療費 ●
・支給要件に該当しないため

1 0 1
指摘 帳票詳細要件を修

正

支給要件に沿った記載に修正

15 老齢福祉年金所得状況届 15-25 ●
・支給要件に該当しないため

1 0 1
指摘 帳票詳細要件を修

正

支給要件に沿った記載に修正

15 老齢福祉年金所得状況届 15-26 ●
・支給要件に該当しないため

1 0 1
指摘 帳票詳細要件を修

正

支給要件に沿った記載に修正

15 老齢福祉年金所得状況届 15-27 ●
・支給要件に該当しないため

1 0 1
指摘 帳票詳細要件を修

正

支給要件に沿った記載に修正

15 老齢福祉年金所得状況届 15-28 ●
・支給要件に該当しないため

1 0 1
指摘 帳票詳細要件を修

正

支給要件に沿った記載に修正

15 老齢福祉年金所得状況届 15-29 ●
・支給要件に該当しないため

1 0 1
指摘 帳票詳細要件を修

正

支給要件に沿った記載に修正

15 老齢福祉年金所得状況届 15-30 ●
・支給要件に該当しないため

1 0 1
指摘 帳票詳細要件を修

正

支給要件に沿った記載に修正

15 老齢福祉年金所得状況届 15-31 ●
・支給要件に該当しないため

1 0 1
指摘 帳票詳細要件を修

正

支給要件に沿った記載に修正

15 老齢福祉年金所得状況届 15-32 扶養者義務者等 氏名 ●
・支給要件に該当しないため

1 0 1
指摘 帳票詳細要件を修

正

支給要件に沿った記載に修正

15 老齢福祉年金所得状況届 15-33 ●
・支給要件に該当しないため

1 0 1
指摘 帳票詳細要件を修

正

支給要件に沿った記載に修正

15 老齢福祉年金所得状況届 15-34 住所 ●
・支給要件に該当しないため

1 0 1
指摘 帳票詳細要件を修

正

支給要件に沿った記載に修正

15 老齢福祉年金所得状況届 15-35 ●
・支給要件に該当しないため

1 0 1
指摘 帳票詳細要件を修

正

支給要件に沿った記載に修正

15 老齢福祉年金所得状況届 15-36 ●
・支給要件に該当しないため

1 0 1
指摘 帳票詳細要件を修

正

支給要件に沿った記載に修正

15 老齢福祉年金所得状況届 15-37 控除 雑損 ●
・支給要件に該当しないため

1 0 1
指摘 帳票詳細要件を修

正

支給要件に沿った記載に修正

15 老齢福祉年金所得状況届 15-38 医療費 ●
・支給要件に該当しないため

1 0 1
指摘 帳票詳細要件を修

正

支給要件に沿った記載に修正

15 老齢福祉年金所得状況届 15-39 ●
・支給要件に該当しないため

1 0 1
指摘 帳票詳細要件を修

正

支給要件に沿った記載に修正

15 老齢福祉年金所得状況届 15-40 ●
・支給要件に該当しないため

1 0 1
指摘 帳票詳細要件を修

正

支給要件に沿った記載に修正

15 老齢福祉年金所得状況届 15-41 ●
・支給要件に該当しないため

1 0 1
指摘 帳票詳細要件を修

正

支給要件に沿った記載に修正

15 老齢福祉年金所得状況届 15-42 ●
・支給要件に該当しないため

1 0 1
指摘 帳票詳細要件を修

正

支給要件に沿った記載に修正

15 老齢福祉年金所得状況届 15-43 ●
・支給要件に該当しないため

1 0 1
指摘 帳票詳細要件を修

正

支給要件に沿った記載に修正

15 老齢福祉年金所得状況届 15-44 ●
・支給要件に該当しないため

1 0 1
指摘 帳票詳細要件を修

正

支給要件に沿った記載に修正

15 老齢福祉年金所得状況届 15-45 ●
・支給要件に該当しないため

1 0 1
指摘 帳票詳細要件を修

正

支給要件に沿った記載に修正

15 老齢福祉年金所得状況届 15-46 ●

・何を印字するのでしょうか？

0 1 1

指摘 帳票詳細要件を修

正

印字対象が判別できるように記載を修正

障害者・特別障害者・寡婦(寡 夫)・寡婦の特例・勤労学生の

別

配偶者特別

障害者 (特別障害者を除く。 )で ある 同一生計配偶者 及び 

扶養 親族の合計数

特別障害者である同一生計配偶者 及び 扶養親族の合計数

受給権者との続柄

地方税法附則第 6条第 1項の免 除に係る所得額

控除後の所得額

控除対象配偶者及び扶養親族の合計数

前 年 の 所 得 額

小規模企業共済等掛金

配偶者特別

障害者 (特別障害者を除く。 )で ある 同一生計配偶者 及び 

扶養 親族の合計数

特別障害者である同一生計配偶者 及び 扶養親族の合計数

障害者・特別障害者・寡婦(寡 夫)・寡婦の特・勤労学生の別

地方税法附則第 6条第 1項の免 除に係る所得額

控除後の所得額

障害者・特別障害者・寡婦(寡 夫)・寡婦の特例・勤労学生の

別

地方税法附則第 6条第 1項の免 除に係る所得額

控除後の所得額

審査

控除対象配偶者及び扶養親族の合計数

前 年 の 所 得 額

小規模企業共済等掛金

配偶者特別

障害者 (特別障害者を除く。 )で ある 同一生計配偶者 及び 

扶養 親族の合計数

特別障害者である同一生計配偶者 及び 扶養親族の合計数
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